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山梨市赤芝地区は、赤芝川の谷あいに広がる小規模で変化に富んだ美しい集落である。そして

その民家は、斜面地という制約から床を三層（一部四層）に多層化することで建物規模を拡張した

独特な形式を持つ。冨永研究室では、近年空き家化・高齢化の進む赤芝集落を対象に、実測・ヒア

リング調査を通して建築的・景観的価値付けを行い、民家や集落全体の保存利活用提案を行う。

・集落全体を特徴づける具体的な構成要素を、シークエンスから読み解き図解する。

・集落を３つのエリアに分け、更に解像度を上げて各エリアの景観的価値づけを行う。

・各エリア内で実測した民家について、建築的価値づけを行う。

これらをもとにハード・ソフト面での利活用提案書を今年度内に山梨市へ提出、現地発表会を行う。
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